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アワノメイガの発生は早く、発生量は多いです 

「止葉期」に防除を実施しましょう！ 
 

１ アワノメイガの被害について 

アワノメイガの幼虫による食害が進むと、機械収穫前に雌穂が落下し、減収要因と

なります。また、幼虫の食害部分から赤かび

病菌等が発生しやすくなります。 

 

２ アワノメイガの防除 

幼虫が食害する前の止葉期（雄穂が出る前

の段階）に、効果の長い薬剤で防除します。 

止葉は垂直にピンと立つのが特徴です。 

 

３ 防除薬剤について 

防除には 「プレバソンフロアブル５」 を使用します。以下の表を参考に使用して
ください。 
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子実用とうもろこし 

（知内町） 

止葉期の子実用とうもろこし 

（矢印が止葉） 

適用病害虫名
希釈倍率
（倍）

使用液量
（ℓ/10a）

使用時期 使用回数 使用方法

2000～4000 100～300 散布

20～40 １～２

アワノメイガ
ツマジロクサヨトウ

オオタバコガ
16 1.6

2000 100～300 散布

20 １～２
無人航空機
による散布

無人航空機
による散布

オオタバコガ

収穫前日

アワノメイガ
ツマジロクサヨトウ

３回以内


